
実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を
踏まえた事業所理念をつくり、管理者
と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう、事業所自体が地域
の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に
取り、事業所の実情やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら協力関係
を築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束しないケアに取り組んでい
る

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所ないでの虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止
に努めている

身体拘束について法人の研修、ホーム
での会議などで周知を図っている。グ
ループホームが２階３階であるため、
１階の玄関は施錠されている。

玄関の施錠、言葉のさえぎり、など
も身体拘束になる。研修で知ってい
ることと、出来ていることに差の無
い介護とは、難しいことでは有る
が、職員が日々、研鑽を続けられる
ことを期待する。

近隣には住宅が少ないが、近所のスー
パーマーケットや、お店に買い物に
行って地域住民であると感じるように
支援している。しかし、地域の交流は
出来ていない。その中で認知症デイ
サービスを開始して地域への貢献を
図っている。

理念はくみのき苑独自の基本理念と行
動指針《チャレンジ（挑戦）、チーム
ワーク（共生）、スマート（姿勢）》
を創って、各階のエレベーター横に掲
げている。

地域との交流の中から、高齢者やそ
の家族から頼られるホームとして、
また地域の高齢者問題の一端を担う
施設となっていただきたい。

グループホームくみのき苑の独自の
基本理念を創り、職員は行動指針に
そって共通の認識を持って日々支援
することを表している。
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7

5 4

ⅠⅠⅠⅠ．．．．理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
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4 3

市担当者や地域包括支援センターの
職員と、連絡を取り合っている。認
知症デイサービス利用者の紹介をい
ただいている。

11

市町村からの協力を得ることは高齢
者介護では必要なことであり、法令
の改正などの情報を見逃さないため
にも今後とも良好な関係を築かれた
い。

市町村との連携も取れている。包括支
援センターからの紹介もあり、関係は
出来ている。

出席者は家族、地域包括支援セン
ター、介護相談員、職員であり、家
族の参加が多いことはホームへの期
待の高さと推測する。ただ地域から
の参加が今後の課題である。

運営推進会議は２ヶ月に１回開かれ、
ている。議事録によると充実した内容
の会議となっていることが窺える。

身体拘束についての会議を行い、周
知している。玄関の開錠はできてい
ない。

法人の理念を踏まえ、地域社会に参
画するという理念を掲げエレベー
ター横に掲示している。

地域との交流は少ない。地域のスー
パーなどに買い物に出かけている。
昨年８月より、認知症デイサービス
を開始し、地域の方にご利用いただ
いている。

認知症デイサービスの受け入れを通
じて、ご家族と支援について話すこ
とができている。

二ヶ月に一回の運営推進会議で、
サービス内容や報告事を伝えてい
る。会議で出た意見は、サービス向
上に向けて取り組んでいる。

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

ホームホームホームホーム名名名名：：：：くみのきくみのきくみのきくみのき苑苑苑苑グループホームグループホームグループホームグループホーム２２２２ＦＦＦＦ

実施状況

外部評価自己評価

項目

高齢者虐待についての勉強会を開
き、学ぶ機会を設けている。



○権利擁護に関する制度の理解と活
用

　管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見人制度について学ぶ機
会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援
している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点を
尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家族等意見
の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、そ
れらを反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際の力量を把握し、法人内
外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進
めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会を作り、ネットワークづ
くりや勉強会、相互訪問の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取
組みをしている
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8

13

14

大阪狭山市・河内長野市のグループ
ホーム交流会を２～３ヶ月に一回実
施されていたが、現在は行われてい
ない。

代表者が、職員個々の状況把握まで
はできていない。資格取得に向けて
は、勉強会の実施を行い、推進して
いる。

外部研修や内部研修が行われてい
る。内部研修では、研修部の行う研
修や特養・ＧＨ合同の人材育成プロ
グラムを実施している。

9

10 6

11 7

ホーム独自のアンケートがされてい
る。結果も全て公表し、見やすいよう
に円グラフを作成している。中には厳
しい意見も有ったが、目を背けずに
ホーム全職員が家族の素直に声を受け
止め実行している。

副主任とユニット長とが中心とな
り、職員も協力して入居者、家族の
声を聞くために、労を惜しまない姿
勢が窺えた。

職員は副主任やニット長には何でも言
える関係が出来ている。勤続年数も長
い職員が多く、安定した運営がなされ
ていると言える。

本法人の中でも中核的グループホー
ムといえる。副主任、２人のユニッ
ト長が「「「「くみのきくみのきくみのきくみのき苑全体苑全体苑全体苑全体マニュアマニュアマニュアマニュア
ルルルル」」」」を作成されている。大変良く出
来ている。くみのき苑の理念もこめ
られた、職員の手引き書であり、評
価員もその努力と意気込みに頭の下
がる思いである。

家族アンケートを実施し、その結果
を対策に挙げ、今年度の目標として
取り組んでいる。

食費等の普段の買い物で使用する費
用については、意見や提案を上げる
機会を作っている。

地域福祉権利擁護事業から成年後見
人制度を利用された方がおられ、職
員が学ぶ機会となった。また、成年
後見人の申請を進めていくことがで
きた。

契約時、ご家族に説明を行い、理
解・納得を図っている。



○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、
本人が困っていること、不安なこと、
要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めて
いる

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、
家族等が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、
本人と家族等が「その時」まず必要と
している支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同士
の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族と
の関係

 職員は、家族を支援される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切に
しながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

ⅡⅡⅡⅡ　　　　安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
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ご本人と積極的に関わり、信頼関係
を築くことに努めている。他入居者
との関係作りもできるように、職員
が間に入り関係作りに努めている。

8

21

22

ご本人とご家族との面会時間を大切
にしている。ご一緒にフロアで過ご
されたり、ご家族との外出や外泊も
行っている。

入居前後で、それまでの生活と違う
点や困ることはないか把握できるよ
うに、聞き出せるように努めてい
る。

入居前に面接を行い、ご本人との関
係作りに努めている。

入居前の面接を行い、ご家族との関
係作りに努めている。入居後も、面
会時に日々のご様子を伝え、以前の
暮らしぶりを伺い、ご本人の安全に
努めている。

退所後も、同法人内であれば、面会
することもでき、ご家族とお話でき
る場合はご様子などをお聞きしてい
る。

グループホームに入居することで友人
関係が途切れないように継続した関係
作りの支援をしている。

行事の時に、家族だけでなく、会い
たい人を入居者に言ってもらい、働
きかけていただけるとなおありがた
い。

馴染みのある方との面会を促し、関
係が途切れないように努めている。

ご利用者同士の関係を把握し、職員
が間に入り良好な関係を築けるよう
に努めている。



ⅢⅢⅢⅢ　　　　そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利
用の経過等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めて
いる

○チームでつくる介護計画とモニタ
リング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必
要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即し
た介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の
多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービス
にとらわれない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

介護計画の見直しは３ヶ月であるが、
その都度必要に応じて、その達成度な
ども参考に見直されている。
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26 10

前回の評価時の提案を元に、介護日
誌などの書式が大変書き易く、見易
い書式に作りかえられている。記録
はその後の利用に際しての記載であ
り、迅速且つ適切な対応に敬意を表
します。
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ご本人やご家族に意向を伺い、本人
本位の暮らしができるように努めて
いる。

入居者の意向は日々の生活の中で、家
族の要望は面会時やケアプラン作成時
に聞くように努めている。

高齢者介護は意向の汲み取りが一番
求められるといえる。また、入居者
は意向の表出が出来にくい年代でも
ある。今後とも相談出来やすい関係
を作っていただきたい。

主に、提携病院の医師が主治医とな
るが、病状やご家族の希望で、他の
医療機関を受診することもある。

ご家族に生活暦を記入していただ
き、生活暦や生活環境の把握に努め
ている。入居後もご家族も共に調整
している。

アセスメントシートを利用し、現状
把握に努めている。

ご本人のご様子を観察・記録し、現
状把握をし、介護計画に活かしてい
る。

日々のご様子やケアの実践について
記録し、情報共有をしている。介護
計画に添った内容も記録し、見直し
に活かしている。

二ヶ月に一回、介護相談員の面会が
あり、ご本人の思いを聞き出せた
ケースもある。今年度より、定期的
なお話ボランティアの受け入れを実
施している。

提携先病院だけなく、入居者や家族の
要望に応じた医療機関を受診してい
る。その都度職員が付き添っている。
市外以外は付き添い料は発生しない。

入居者に特変が有った場合は、同敷
地内に有る特養から医師が診に来て
くださるなど、入居者・家族の希望
する医療機関を受診できる環境のな
かで快適な日常生活を送られてい
る。

グループホームでの生活が困難にな
られた時に備えて、特養などの事前
入所申し込みを促している。また、
必要時には老健などの紹介も行って
いる。

24



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に
退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共
有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付け
ている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

年２回の消防訓練を実施している。
災害時には、併設の特養が地域の避
難場所になっている。

消防署の避難訓練を年に２回行ってい
る。災害時の避難場所も同法人の特養
で、同敷地内である。今年１月から２
月にかけてスプリンクラーの設置も済
ませている。

33 12

35 13

終末期はグループホームではなく特
養でとの方針を打ち出し、連携体制
がとられている。入居時から本人・
家族に説明して方針の共有はしてい
る。

34
緊急時の対応について、全体会議で
訓練や説明を実施している。

32

入院時には介護サマリーで情報伝達
をしている。退院については、担当
医・看護師・相談員と調整し、早期
退院できるように努めている。ま
た、近くの病院であれば、ご本人が
安心できるように面会に伺ってい
る。

31

重度化に備えて、特養の事前申請を促
がすなど状態に合った施設利用に向け
た支援をしている。グループホームで
看取りをすることは考えていないが、
ぎりぎりまで当ホームでの介護支援を
した例はある。

重度化に備えて、特養の事前申し込
みを促している。状態変化があった
場合は、ご家族に状態や病状の説
明、起こり得る事やグループホーム
で出来ることを相談し、介護方針を
共有している。

特養併設の看護師に、必要に応じて
入居者の方々の状態を看てもらって
い指示を仰いでいる。

消防署との訓練も行われ、スプリン
クラーも設置され、後は何かが起
こったときの冷静な対応をが出来る
かというところである。心準備を職
員間で話合って置かれることを期待
します。またグループホーム内にＡ
ＤＥの設置を願う声が有った。



ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の
支援
　日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり、自己決定できるように働き
かけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切
にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしながら、
利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、集会に応じた支援を
している

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パターン、
習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員の
都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしてい
る

入浴の希望があれば、できるだけそ
の日に入っていただけるよう配慮し
ている。入浴の順番も、個々に合わ
せて配慮している。

入居者を尊重する日々の支援を目指
し、職員同士話合う機会を作ってい
る。職員の対応にも、目立たない態度
でさりげない言葉かけに配慮した姿勢
がみられました。
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43 16

40 15

41

39

44

45 17

ご本人の思いを大切にし、無理強い
することのないように、個々のペー
スに合わせた支援を行っている。

美容院に外出したり、毎日の身だし
なみに留意し、個々にあった支援を
行っている。

37

38

36 14

買い物に出かけて一緒に献立を考え
たり、好みを聞きだせるように、一
緒に準備や食事、片付けを行ってい
る。

「くみのき苑全体マニュアル」を実
践されていると、感じられる場面も
あり入居者と職員のほほえましい関
係が見られました。

入居者の方を尊重した、声かけや対
応がをしているが、定期的に話し合
う場を設け、改善に努めている。

日々の関わりを大切にし、ご本人の
思いを聞き出し自己決定できるよう
にしている。

食事作りは特養の管理栄養士の作った
献立を参考に各ユニット別に作ってい
る。出来る事はしたいと言う入居者は
率先して一緒に厨房に入って作ってい
る。後片付けも勿論職員と一緒にして
いる。食事中の会話も楽しいもので
あった。

いきいきして「調理・盛り付け・後
片付け」をしている方もいる。訪問
日当日の食事も手間をかけて作られ
ていた。２ユニットとも楽しい食事
時間を過ごされている。

便秘にならないよう、水分摂取や適
度な運動に気をつけている。排便量
を毎日把握し、必要時には下剤の追
加を行い、便秘にならないよう取り
組んでいる。

食事摂取量や水分摂取量を把握し、
摂取量に応じて対応している。著し
い増減がある場合は、医師や看護師
に相談している。

毎食後、個々に応じた口腔ケアを実
施している。

排泄に際しては出来るだけリズムを把
握して自立にむけた声かけをしてい
る。

昼食後、入居者の様子にさりげない
声かけで職員が誘導支援されている
様子を目の当たりにし、信頼関係も
構築されていると見受けられた。排
泄の自立につながる支援の継続を願
う。

排泄パターンを把握できるように、
排泄チェックをし、できるだけ自立
した排泄ができるように支援を行っ
ている。

入浴は午後に集中して、同性介助を心
がけている。個々に添った入浴を目指
しているが、完全に出来ているわけで
はない、湯は一人づつ換えている。

入浴を嫌がる入居者にも、声かけし
て入浴につながるよう支援してい
る。週に２回は入ってもらうように
腐心していられるとのことである。
今後とも継続されたい。



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や要領について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に努
めている。また、普段は行けないよう
な場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの希
望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるよう
に支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過
ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れたも
のや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している
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職員も定着率が高く、勤務体制が安
定しているため、充実した支援が出
来ている。今後も出来るだけ外出支
援を進めていただきたい。

個々の服薬の副作用や要領について
の理解は、全職員となると理解力に
乏しい。しかし、服薬目的や用法に
ついては、情報を共有できており、
症状の変化の確認に努めている。

個々の希望を聞きだせるよう、関わ
りを大切にしている。馴染みの場所
への外出希望があれば、出かけられ
るようご家族とも協力している。

毎日の外出は希望に添って買い物や散
歩に行っている。近所のお店までの距
離は丁度散歩に適している。外出は楽
しみなことでもあり、足腰の鍛錬にも
なるので出来るだけ続けていただきた
い。

その人らしく生活できるように、
個々の希望に添った楽しみごとや、
生活歴などから個人を知り、張り合
いのある生活支援に努めている。
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54 20

48

49 18
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お金の所持を希望される方には、ご
自身で所持していただいており、買
い物時、支払いも行っている。

ご本人から希望があれば、電話をか
けたり、手紙も出していただいてい
る。

共用のリビング、和室、廊下は和風の
インテリアで落ち着いた装飾がされて
いる。過度でもなく、さびしくもな

く、大人の空間の演出がされている。

和室では昼食を男性の入居者が取っ
ていて十分有効に利用されていた。
床の間の設えも季節感のある装飾で
心癒される雰囲気が作られている。

季節感のある装飾をしたり、居心地
よく過ごせる空間作りに努めてい
る。状態によって、居心地よく過ご
せられるよう、リビングのテーブル
配置を変えている。

個々の生活習慣を知り、それに合わ
せた就寝介助を行っている。不眠で
あれば、日中休息を促している。安
眠できるよう、声かけや環境に気を
つけている。
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52 19

53

50

リビング内にソファを設置し、違う
空間を提供できている。和室も活用
できており、独りになれたり静かに
過ごせる空間を提供できている。

馴染みの家具などで、居場所を感じ
ることができ、落ち着いた環境にな
るよう配慮している。

個々のニーズの把握に努め、安全な
歩行や伝い歩きができるように家具
の配置や、物を置きすぎないよう環
境に留意している。

馴染みの家具、家族の写真、お仏壇を
置いている方、趣味の作品の材料を置
いている方、職員も飾りつけを手伝っ
て、室内は個々の要望に添った居室と
なっている。

居室にカレンダーと時計は必需品で
ある。居室により揃っている部屋も
あったが、無い部屋もあった。ホー
ムで備えるか、家族に用意をしても
らうか、各居室に是非設置していた
だきたい。



ⅤⅤⅤⅤ　　　　アウトカムアウトカムアウトカムアウトカム項目項目項目項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

56

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

57

①毎日ある
②数日に１回ある
③たまにある
④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いて
おり信頼関係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に１回程度
③たまに
④ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない


